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	応用
	抗原情報
	背景
	無プリン/無ピリミジン（AP）部位は、DNA分子中に、自発的な加水分解、DNA損傷因子、または特定の異常塩基を除去するDNAグリコシラーゼによって頻繁に発生します。AP部位は、正常なDNA複製を妨げる可能性のある変異誘発前の病変であるため、細胞にはこのような部位を識別して修復するシステムが含まれています。クラスII APエンドヌクレアーゼは、AP部位の5'側のホスホジエステル骨格を切断します。この遺伝子は、ヒト細胞の主要なAPエンドヌクレアーゼをコードしています。この遺伝子にはスプライスバリアントが見つかっており、すべて同じタンパク質をコードしています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：DNAの無プリンまたは無ピリミジン部位の3'側のC-O-P結合は、β脱離反応によって切断され、3'末端の不飽和糖と末端の5'リン酸を含む生成物が残ります。,機能：in vitroで酸化的DNA損傷を修復します。細胞致死の防御および変異の抑制に関与している可能性がある。電離放射線およびブレオマイシンによって生じたDNA鎖切断の3'末端からブロッキング基を除去する。,類似性：DNA修復酵素AP/exoAファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。SET複合体の構成要素であり、SET、ANP32A、HMGB2、NME1も含まれる。,
	研究分野
	塩基除去修復;
	画像データ
	

	APE1（アセチル-Lys7）抗体を用いたJurkat細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	アセチルRef-1（K7）ポリクローナル抗体を用いたJurkat、K562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	アセチルRef-1（K7）ポリクローナル抗体を用いたJK細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

